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「景観計画区域」＝恩納村の全域とイノーを含む範囲
　景観計画区域は８つの土地利用区分を行い、それぞれの地区の特性に応じて、良好な景観
の保全・形成のための方針及び基準を設定しました。

土地利用区分 該当する用域※
（恩納村環境保全条例における位置付け等）

１）集落景観保全地区
・集落用域
・公共施設用域のうち庁舎、学校用地、公民館等、都市的な土地
 利用がなされている区域

６）農漁業景観形成地区 ・農業用域    ・漁業用域

４）リゾート景観創造地区 ・リゾート用域

７）基地景観形成地区 ・特定用域

８）イノー（礁池）景観保全地区
・国土地理院が発行する国土基本地図において沿岸域で隠顕岩
 として記載されている

※ 用域とは、恩納村環境保全条例で位置付けられている土地利用区分に用いられている用語です。

５）自然景観保全地区

・保安制限林用域
・地域環境保全用域
・公共施設用域のうち河川、水面、水路等、自然的な土地利用が
 なされている区域

２）準集落景観保全地区 ・準集落用域

３）中層景観保全地区 ・中層住居用域

　「景観計画区域」の範囲及び土地利用区分図

　土地利用区分別の景観形成の方針
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　景観計画区域における行為の制限 ◇ 建築物
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周辺の建物と調和した高さにします。

後背地に山などがある場合には、稜線に馴染むように建物の高さを低くくします。

　建築物を建築する際には、恩納岳や山田城跡をはじめとするシンボル景観拠点や主要な眺
望点からの眺望及び、集落や海岸線軸等の低地部から主要な眺望点を見上げた時の眺望を阻
害しないよう、形態・意匠・色彩に配慮すること。

　建物を建てる際には、恩納岳や山田城跡などへの眺め、万座毛やアカティーダバンタ、
イユミーバンタなどからの眺めを妨げないよう、高さや建物の形などの工夫をしましょう。

　恩納岳をはじめとする山並みや海岸線など、恩納村の美しい風景（眺望景観）を守るために
は、これらと調和する建築物が建築されるように誘導を行う必要があります。このため、新築され
る建築物に対する高さや配置に関する基準を設けています。

建築物の高さ・配置
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　御嶽などが隣接する敷地に建物を
建てる場合には、高さを低くしたり
、離れた位置に建物を建てる等の配
慮が必要です。

　御嶽などは、周辺の人工物の中
に埋もれてしまわないように、緑
化を行うなど自然に馴染むような
工夫が必要です。

　御嶽や文化財などの地域
固有の景観資源に調和する
ように、建物の配置や規模
の工夫を行うとともに、背
後の稜線や御嶽などへの見
通しを出来る限り、確保し
ましょう。

高架タンクなどの屋外に設ける設備は、目立たないよう配置の工夫や遮蔽等を行うこと。

　屋外にクーラー
の室外機などを設
置する場合には、
目隠しを行う等、
目立たないように
工夫します。

　屋外の設備につ
いては、道路など
の公共空間から離
れた位置に配置す
ることで、圧迫感
が軽減できます。
また、周辺との連
続性も保ちやすく
なります。

　地域を代表する景観資源の周辺や集落の重要な祭事等が行われる場所の周辺においては、
歴史的・文化的な雰囲気を阻害しないよう、高さ・配置・形態・意匠・色彩に配慮すること。

地域を代表する景観資源等の周辺での配慮すべきこと

屋外に設ける工作物
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　屋敷囲いを設ける際は、出来る限り生垣や石材等の自然素材を活用すること。ブロック塀等
の人工物を屋敷囲いとする場合には、周辺に圧迫感を与えないよう、敷地地盤面からの高さを
1.5ｍ以下とするとともに、緑化や透過性の確保に努める。

　デザインのアクセントとして壁や軒裏に高明度・
高彩度の色彩を使用する場合は、周辺の景観との
調和に配慮を行うとともに、使用面積は各立面の
表面積の10％以下（リゾート景観創造地区につい
ては５％以下）にとどめる。
　屋根に用いる色彩は、極端な低明度、高彩度を
避け、周辺の景観との調和に配慮すること。

　道路側の敷地境界から50㎝以上後退させることとする。

周辺への圧迫感の軽減を図ります。

屋敷囲い

壁・屋根の色

50㎝以上

敷地境界線

道路

アクセント色
各立面の10％以下

壁面の位置の制限
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